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普及に移しうる成果 

 

 

 
［成果の内容］ 

 「MINCER (Micrometeorological Instrument for Near Canopy Environment of Rice)」
は、イネの群落内の気温および湿度を精密かつ簡便に観測できる装置です。茎葉により風

が遮られるイネ群落内でも正確に観測を行えるように強制通風式シェルターを採用してお

り（図１）、温湿度センサーを格納した通風管内は太陽電池と充電池で駆動するファンによ

り常時通風されます（図２）。 
群落内の任意の高度で測定できるよう、装置は高さを調節できる三脚に架装されていま

す。また、装置が測定対象領域に入射する日射を遮って微気象条件を乱すことのないよう、

測定対象領域の空気は横向きの通風管で抽出されます。通風管を通過して昇温した測定後

の排気は、群落内の環境を乱さないように群落上に排出されます。 
内蔵する充電池は、晴天の日中には天面に装備する太陽電池で充電され、夜間も継続し

てファンを駆動します。日射が弱い条件では通風速度を自動的に低下させることで省電力

化し、完全充電後は曇天で発電が停止しても 2 昼 3 夜の間連続して動作可能です。 
 イネ群落内の微気象観測においてはこれまで、水田のような泥濘地での測器の設置やフ

ァンの電源の確保に多大な労力を要することが大きな問題でした。また、測器の設置には

複雑な配線作業が必要で、気象観測の専門家以外にとっては難しいことも問題でした。こ

れらの問題を解消するため、MINCER はイネ群落内での気温および湿度の観測に必要な

機能をすべて取り込んだうえで、扱いやすいようにパッケージ化しました。そのため煩わ

しい配線作業は一切必要なく、水田に置くだけで簡単に観測を始められます（図３）。 
 このように MINCER は、近年大きな問題となっているイネの高温生育障害の克服に取

り組んでいる作物栽培の研究者や普及指導員が自ら機動的に活用できるツールとして、イ

ネの気象生態反応の理解を深化させるうえで大きく貢献することが期待されます。 
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［背景と目的］ 

近年、気候変動に伴うイネの高温生育障害が問題になっています。不稔や登熟障害のよ

うに穂に関連した高温ストレス現象の発生実態を正確に把握し、対策技術の開発を進め

るには、感部である穂の温度（穂温）を指標にすることが最適ですが、測定が非常に困

難です。一方、一般気象としての群落外の気温は穂温とは異なる場合が多く、詳細な解

析を行うには穂温により近い指標が求められます。そこで、群落外気温と穂温との間に

介在し、穂温の決定に大きく関わる気象要素である穂周辺の気温および湿度に着目し、

これらを精密かつ簡便に観測できる自立型の気象観測パッケージを開発しました。 

［要約］ 

本パッケージはイネ群落内の気温と湿度の観測を簡単に行えるように開発した気象観測

装置です。電源の確保や配線といった煩わしい作業は一切不要で、水田に置くだけです

ぐに観測を始められます。イネの高温生育障害の詳細な解析に役立ちます。 

イネ群落内の微気象を捉える 
自立型気象観測パッケージ「MINCER」 
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図１ シェルターの種類が気温の観測誤

差に及ぼす影響 

 

屋外での気温観測では、日射が温度センサ

ーを昇温させることよる誤差を軽減する

ためにシェルターを使用します。イネ群落

内は茎葉により風が遮られるため、自然通

風式シェルターでは特に日射が強い場合

に気温を数℃も高く観測する誤差が生じ

ます。一方強制通風を行う MINCER で観測

した気温は、一般的な強制通風式シェルタ

ーで観測した気温とよく一致します。 

図３ イネの群落内に設置した MINCER 

 

群落内で装置本体が占める幅は最大でも

7.5cm とコンパクトにまとめてあり、通常は

30cm 程度の幅しかない条間にも群落を大き

く乱すことなく設置できます。また、重さ

は三脚を含め 3.2kg と軽量ですので、設置

や撤収の際の作業負担が少なく済みます。 

図２ MINCER の外観と構成 

 

天面に装備した太陽電池と内蔵した充電池で駆動す

るソーラーファン④により、群落内の空気は吸気口①

から横向きに吸引されます。続いて、断熱マットを巻

いた二重塩ビ管②に内蔵された温湿度データロガー

⑦ (下図) で測定した後、塩ビ管③を通って群落上の

排気口⑤から排気されます。吸気口①の高さは三脚⑥

により調節できます。温湿度データロガー⑦は単体で

計測と記録 (15,000 点) ができ、記録データは観測

終了後に USB 経由でパソコンに転送します。 
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